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思春期・青年期女性の摂食障害予防
―ファッション雑誌からの影響と栄養管理―
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【要　約】
　思春期・青年期女性を対象とした摂食障害の予防は必要不可欠である。本論文では，第一
に，中学生・高校生をターゲット層とした雑誌の目次について質的に分析し，雑誌が発信す
るメッセージを抽出することを目的とした。その結果，思春期・青年期女性にとって，ダイ
エット行動は「ファッションとしてのダイエット」という意味合いを持つ可能性が推測され
た。第二に，摂食障害予防に関する介入プログラムの内，情報提示による介入プログラムに
ついて先行研究を概観し，今後の方向性について検討した。最後に，思春期・青年期女性に
とっての正しい栄養摂取やダイエット行動について情報をまとめ，論考した。
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Abstract
　It is necessary to prevent eating disorders in adolescent and adolescent women. Firstly, 
this study qualitatively analyzed the table of contents in fashion magazines for junior high 
and high school students. And the purpose was to extract the messages sent by the 
magazines. As the result, it was speculated that dieting behavior may have the meaning of 
“fashion” for adolescent and adolescent women. Secondly, this study overviewed previous 
study of information based preventive psychological programs and examined prevention of 
eating disorders in the future. Finally, this study summarized and discussed information on 
proper nutrition management and diet behavior for adolescent and adolescent women.
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1．はじめに

　思春期・青年期の女性を中心に摂食障害罹患者やハイリスク群（摂食障害の臨床症状に類
似する特徴を有する食行動異常を呈する者）は年々増加している。たとえば，Nakai

（2014）による女子高校生ならびに女子大学生を対象とした調査では，神経性やせ症では，
1992 年には 0.13％，2002 年には 0.43％，神経性過食症では 1995 年には 0.45％，2002 年に
は 2.32％ の生徒・学生が存在することが示されている。また，厚生労働省（1998）は，摂
食障害の患者数について，1980 年からの 20 年間で約 10 倍程度の増加が認められることを
示している。さらに，一般女子学生に対する調査では，その一定数で食行動異常を呈する者
の存在が認められており（山蔦，2012），摂食障害罹患者に対する治療と合わせて，ハイリ
スク者への支援，健常者を含めた発症予防を効果的に行うことが必要不可欠であるといえ
る。本稿では，①摂食障害および食行動異常の社会文化的影響，②情報提示による摂食障害
の予防の実際，③健康的な行動を促す情報と多職種連携に焦点をあて，思春期・青年期女性
の摂食障害予防の最近の動向について論じる。

2．摂食障害および食行動異常の社会文化的影響

　摂食障害や食行動異常の発現・維持に関するメカニズム（発症機序）に関する各種研究を
みると，多様な要因・メカニズムが示されているが，痩身理想の内在化（痩身であることが
理想的であるという価値基準を取り込むこと。本研究では，内在化と内面化は同義とする）
が痩せ願望を引き起こし，痩せ願望を低減させる行動としてダイエット行動が出現し，過度
のダイエット行動から，摂食障害様の行動・認知に移行するという一連のプロセス（e. g. 
Stice & Shaw, 2002）は，摂食障害の発症機序を説明する有力なものといえる。
　痩身理想の内在化に関する研究では，痩せを賞賛する社会文化的影響が，少女（9 歳～12
歳）の痩身理想の内在化に関係することが示されており（e. g., Sands & Weadle, 2003），か
つてから，こうした社会文化的影響は，マスメディアからの影響を強く受けることが指摘さ
れてきた（e. g., Silverstein, Perdue, Peterson, & Kelly., 1986）。また，痩身を賞賛する社会
文化的風潮は Body image の歪みを引き起こす要因のひとつであり（e. g., Hogan & 
Strasburger, 2008），痩身が理想的であるとするメディアからの情報に影響され，若年女性
の痩身希求が成立していること（Stice, Schupak-Nenberg, Show & Stein, 1994），メディア
が痩せ願望に影響を与える可能性があること（前川，2005）などが指摘されている。さら
に，向井・増田・山口（2018）は，小学校 6 年生であっても，すでにメディアによる痩身へ
のメッセージを内面化し，中学生と同程度に痩身へのプレッシャーを感じていること，そし
て，特に中学生から高校生にかけては，メディアからの影響がダイエット行動に，より影響
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する可能性があることを指摘している。
　マスメディアの中でも，特に雑誌が痩身理想の内在化に影響することが指摘されている。
雑誌記事の影響について検討した研究では，1959 年～1978 年の雑誌に登場するモデルとミ
スアメリカの体型の変化に関する調査において，理想とされる体型がよりスリムになってい
ること（Garnar, 1980）や，モデルの体型がスリム化していること（Wiseman, Gray, Mosimann, 
& Ahrens, 1992）が指摘され，さらに，こうした指摘を受けて，竹内・早野・ 堀・向井・
藤浪（1993）は，マスメディアが一般女性の痩せ希求を助長する可能性に言及している。ま
た，本邦では，小澤他（2005）が，女性誌への暴露が痩身理想の内在化や食行動異常に関係
することを示している。しかしながら，テレビと雑誌が痩身理想の内在化に影響することを
指摘している一部の研究を除き（たとえば，浦上・小島・沢宮，2015），先行研究の多くは
約 10 年前の知見であり，現代社会におけるマスメディアが Body image や痩身希求，そし
て食行動異常や摂食障害へ与える影響について，継時的に研究を蓄積することが望まれる。
　こうした中，2000 年に入ると痩身モデルが摂食障害により死亡する例が相次ぎ，また，
マスメディアに登場する痩身であるモデルが一般女性の痩身理想の内在化や痩せ願望に影響
し，摂食障害の引き金となるという数々の研究結果を受け，イタリアでは 2006 年，スペイ
ンでは 2007 年，BMI が基準値以下であるモデルを起用しないことが法制化された。2012 年
には，世界的なファッション誌である『VOGUE』でも痩せすぎモデルを採用しないことが
表明された。さらに，フランスにおいても 2015 年に痩せすぎモデルの雇用を禁止する法律
が制定された。
　以上のように，各国において，摂食障害や食行動異常の予防を目的に，痩身を理想とする
ような情報提示を抑えるなど，痩身を賞賛する社会文化的影響を軽減させる方策を打ち出し
ている。一方，思春期・青年期女性が暴露される雑誌をみると，痩せすぎモデルのみなら
ず，「ダイエット」や「痩身」，「小顔」や「美脚」など，痩身理想の内在化に影響し得ると
考えられる文字情報が散見される。先行研究をみても，マスメディアの中でも，特に雑誌か
らの情報は，若年女性の痩身理想の内在化や痩身願望，不健康で極端なダイエット行動に影
響を与えている可能性が推察され，雑誌に掲載される情報の質的側面について十分に精査す
るとともに，それらの情報を暴露されることで生じる影響について検討する必要がある。

目的
　ここでは，女子中学生および女子高校生をターゲットとした 3 ファッション誌および 3 ダ
イエット専門雑誌の目次をそれぞれ質的に分析し，これらの雑誌に掲載される情報が持つメ
ッセージを抽出し考察することを目的とした。

方法
　まず，3 ファッション誌（2020 年 9 月号から 2021 年 9 月号までに刊行されたもの）の目
次にある文章ならびにキーワードの出現頻度をカウントした。ここでは，一般的ではない語
句はカウントせず，同様と見なすことができる語句は統一した（たとえば，身体部位は身体
パーツに統一）。ダイエットに特化した 3 誌は，その目次に掲載された文章について，テキ
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Figure 1．ダイエット雑誌目次の共起関係
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ストマイニングソフトウェアである KH Coder（樋口，2004）を用い分析を行った。分析に
際し，固有名詞ならびに意味をなさない文字は削除した。ここでは，Jaccard 係数 0.10 以上
であり，出現頻度 3 以上の語を対象に分析を行った。なお，「食事」と「食べる」につい
て，類似語であるものの，「食事」は特に朝・昼・晩の食事という意味合いが強い名詞であ
り，「食べる」は間食を含む食行動を意味する動詞であることから類似語とはせず個別に扱
った。以上の雑誌は全て，女子中学生および女子高校生を読者層としているものであり，一
般書店で入手可能なものであった。

結果
　3 ファッション誌の目次キーワードを抽出し，出現頻度をカウントした結果，Table 1 の
通りであった。ダイエット雑誌の目次について分析を行った結果，「ダイエット」が最頻出
語であり，「ダイエット」から「成功」「ランキング」に共起し，「成功」から「食事」「ガ
チ」に共起することが確認された。「ダイエット」とは独立して，「トレーニング」から

「美」「脚」へ共起していた。また，「学校」から「顔」「部位」，そして「学校」「顔」と「見
え」とが共起関係にあり，「見え」が「デブ」「ボディー」と共起していることが確認された
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（Figure 1）。

考察
　3 ファッション誌の目次キーワードを抽出した結果，全ての刊行誌で，「ダイエット」や

「痩せる」，「小顔」，「美脚」など，痩身であることを支持するキーワードが掲載されている
ことが確認された。多くのトピックスが存在する中，これらのキーワードが 1 年を通して少
なからず掲載されていることを見ると，女子中学生や女子高校生にとって，ダイエットや痩
身であることは関心が高い事柄であり，雑誌メディアにおいても特集されることの多いテー
マとなっていることが推察される。
　一方，3 ダイエット雑誌の目次を分析した結果，「ダイエット」は「成功」などと共起し
ていることが確認された。こうした結果は，読者にとって，ダイエットをより Positive な
ものとして印象付けるかも知れない。
　辞書的には，ダイエットは痩身を獲得するために食事制限を行うことを意味する。しかし
ながら，今回の分析で対象とした 3 ダイエット誌の目次では，「ダイエット」というキーワ
ードが「食事」や「食べる」と直接的に共起していないことが確認された。こうした結果
は，ダイエットは，食事を制限することを目的とするような「行動としてのダイエット」を
超え，一般女子生徒が日常的に意識し，取り入れるような（していることにステイタスがあ
るような），「ファッションとしてのダイエット」と表現できるかも知れない。現代の思春
期・青年期女性にとって「ダイエット」がどのような意味・価値があるものなのか，継続し
て検証する必要がある。仮にダイエットが「ファッションとしてのダイエット」であるとす
るのであれば，それを自ら実行する際，正しい方法を用いることや，過度なダイエット行動
に繫がらないように正しい情報を提供する必要もあるだろう。
　また，出現頻度は同等であるものの，「学校」から「顔」「部位」に共起していることが確
認された。さらに，「学校」「顔」と「見え」とが共起関係にあり，「見え」が「デブ」「ボデ
ィー」と共起していることが確認された。「見え」は，「見えること」や「評価されること」
の意味を含む語句である。女子生徒が一日の大半を過ごす「学校」，自分自身の象徴的部位
である「顔（特に大きさや容姿）」や「身体部位（特に腕や脚）」，および「見え」が共起し
ていることをみると，雑誌メディアから発信される情報は，学校において「見た目を他者か
ら受け入れられることが重要である」というメッセージとなる可能性もある。「見え」と

「デブ」「ボディー」が共起関係にあることをみると，こうしたファッション誌の情報が「太
って見えることを他者から評価される」というメッセージが含まれるものとなっていること
も推察される。
　以上の通り，今後，実証的な検証が必要不可欠であるものの，特にダイエット誌は，「フ
ァッションとしてのダイエット」，「見た目を他者から受け入れられることが重要である」，

「太って見えることを他者から評価される」などというメッセージを発信している可能性が
ある。そして，こうしたメッセージが思春期・青年期女性の「痩身であることが美しい」と
いう価値観を形成することに寄与していると仮定すると，今後，欧米を中心にやせ型モデル
のメディアへの露出が制限されているように，本邦においても，メディアから発信される痩
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身を促す情報を規制することは必要かも知れない。一方で，摂食障害予防に際して，メディ
アからの情報を正しく受け止め処理するスキルを獲得する予防教育的な取り組みも必要不可
欠だろう。また，痩身理想の内在化が固定化し，過度のダイエット行動をはじめとした食行
動異常や摂食障害の臨床症状を呈している場合，外部から発信される痩身を推奨する情報の

“受け取り方”そのものに介入（認知療法や認知行動療法など認知的側面に関与する介入）
する必要もあるだろう。仮に，「見た目を他者から受け入れられることが重要である」，「太
って見えることを他者から評価される」という認識に基づき，「ファッションとしてのダイ
エット」が実行されるのであれば，ダイエット行動の適正化や栄養管理などという健康的な
身体を維持するための支援も必要不可欠である。

3．予防的介入　情報提示による予防の実際

　思春期・青年期女性のダイエット行動や摂食障害をはじめとする食行動の問題を予防する
ことを目的とした介入プログラムが開発され，効果が検証されている。これらの予防的介入
プログラムは，情報提示型（摂食障害や食行動異常の特徴，Body image の不満足感や痩身
理想の内在化が食行動に与える影響，メディアからの影響，行動科学や栄養学の知識など）
の心理教育，認知的側面に関与する手法（認知療法や認知行動療法，認知的不協和理論な
ど）を用いた介入プログラム，各種スキル（ストレスマネジメントスキルや体重コントロー
ルスキルなど）を獲得することを目的とした介入プログラムなど多様であり，これらの方法
を組み合わせた介入プログラムも開発されている。しかしながら，本邦では，摂食障害の予
防的介入研究は数少なく，三井（2006）や三井（2007）による大学生を対象とした認知修正
的プログラムを扱った介入や，上田・竹森・稲岡・中山・佐藤（2021）による認知的不協和
理論に基づく介入（dissonance-based intervention ; DBI），山蔦（2021）による CBT-E

（enhanced cognitive behavior Therapy）の要素を用いた心理教育プログラムによる介入な
どが散見されるのみであり，効果的な方法について継続して蓄積する必要がある。
　こうした中，特に思春期・青年期を対象とした予防を目指して学校精神保健の場では，情
報提示型の予防的介入プログラム実施されてきた。たとえば，セルフ・エスティームに焦点
化しながら Body image や食行動の改善を目的とした心理教育（O ‘Dea & Abraham, 2000）
や健康的な Body image を獲得することや摂食障害のリスクを軽減することを目的とした教
育的な取り組み（Yager & O ‘Dea, 2010）では，講義形式で情報を提示することの効果が示
されている。
　学校精神保健の場に留まらず，思春期・青年期（特に女性）を対象とした情報提示型の予
防的介入研究は，米国を中心に蓄積されてきた。これらの研究は，摂食障害の特徴や発症機
序，リスクファクターについて紹介するもの，Body image や Body image の不満足感など
が食行動の問題に与える影響について紹介するもの，また，健康的なダイエット方法につい
て紹介するものなど多様である。たとえば，Chase（2001）による介入では，体重コントロ
ール法や摂食障害の特徴，摂食障害に与える認知・感情的側面について講義形式で情報提示
が行われ，Body image の不満足感を軽減する可能性やダイエット行動に効果が認められて
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いる。また，McVey, Davis, Tweed, & Show（2004）による介入では，メディアによる影
響や体重コントロール法，体重の受容などについて他者と討論する形式で取り上げられ，
Body image の不満足感の低減やダイエット行動に効果が認められている。
　さらに，1990 年以降，米国を中心にインターネットを利用した各種介入研究も実施され
ている。たとえば，うつや不安に対するセルフヘルプ形式の介入（Van, Cuijpers, & Smits, 
2008）や栄養管理（Oenema, Tan, & Brug, 2005），肥満の体重管理（Gold, Burke, Pintauro, 
Buzzell, & Harvey-Berino, 2007）を目的とした Web ベースの介入が行われ，効果が検証さ
れている。こうした中，本邦では，スマートフォンアプリケーションを用いた認知行動療法
に基づくストレスマネジメント（田中・嶋田・岡島・石井・野村，2021）が実施されている
ものの，摂食障害予防を目的としたネットワークを利用した介入研究は希少である。今後，
摂食障害予防においても，インターネットやスマートフォンアプリを用いた，Universal 
prevention や Selective prevention を目的とした介入・効果検証が課題といえる。
　一方，情報提示型の予防的介入プログラムが負の影響を及ぼす可能性について指摘される

（西園，2008）。たとえば，情報提示（危険なダイエット行動について警鐘を鳴らすために伝
えた各種ダイエット法）に基づき，本来制限したい行動が実行されてしまうことなどが危惧
されている。こうした指摘を踏まえると，リスクファクターや危険な行動を伝えること（す
なわち提示する情報の取捨選択）には慎重になる必要がある。さらに，インターネットなど
を利用した予防を実施する場合であっても，提供する情報が利用者の利益になることが望ま
れる。ここでは，前述の通り，「見た目を他者から受け入れられることが重要である」，「太
って見えることを他者から評価される」という価値観から距離を取るとともに健康的なダイ
エット行動を促す情報（ダイエット行動が必要であるか否かを含めた情報）により「ファッ
ションとしてのダイエット」から回避するよう方向づけることも必要かも知れない。具体的
には，前者の場合，メディアから発信される痩身を賞賛するような情報の正しい受け取り方
や，自身の価値は体形や体重で決定される訳ではないことなど，摂食障害関連研究の結果を
分かりやすく翻訳して提供する必要があるだろう。また，後者の場合は，運動学や栄養学な
どの知見に基づき，健康的な身体を維持する方法について，その情報を提供することも求め
られる。

4．健康的な行動を促す情報と多職種連携

1）正しい栄養摂取と食行動の管理
　思春期・青年期女性において，痩身を理想とする価値基準が一般化しているともいえる現
状では，健康的な食行動を促すとともに，健康上の問題について十分に取り扱う必要があ
る。中西（2015）は，若年女性の痩せが，低体重による月経停止，骨粗鬆症，成人病胎児期
発症起源説などとの関連し，低体重児の増加には，妊娠可能世代の極めて強い痩せ願望や不
自然なダイエット行動が影響している可能性を指摘している。こうした指摘をみても，思春
期・青年期女性の十分な栄養管理は社会的課題である。
　前述の通り，思春期・青年期女性はメディアから「ファッションとしてのダイエット」を



Table 2　思春期・青年期女性における栄養摂取基準

年齢（歳） 推定エネルギー必要量（kcal） タンパク質（g） 脂質％エネルギー（目標量，％）

₁₂～₁₄ ₂,₄₀₀ ₅₅（推奨量） ₂₀～₃₀

₁₅～₁₇ ₂,₃₀₀ ₅₅（推奨量） ₂₀～₃₀

₁₁～₁₅₁） ₁,₅₀₀～₁,₈₀₀₂） ₁.₅（現体重当たり） ︲

₁₆～₁₉₁） ₁,₃₅₀～₁,₇₀₀₃） ₁.₅（現体重当たり） ︲

伊藤他（₂₀₂₁）より引用改変

Note

₁）体重を減少させないための第 ₁段階の目標レベル（神経性やせ症の場合）
₂）神経性やせ症患者の基礎代謝量（₁,₀₀₀～₁,₂₀₀kcal／₁日）＋活動による消費量（₅₀₀～₆₀₀kcal／₁日）
₃）神経性やせ症患者の基礎代謝量（₉₀₀～₁,₂₀₀kcal／₁日）＋活動による消費量（₄₅₀～₅₀₀kcal／₁日）

栄養の特徴
身体的成長に加え，身体活動が大きいため，エネルギー要求量が高くなる
体重の増加に対応し，造血が活発になるので，鉄の需要が増える。女子では生理による鉄の損失が始まる
骨形成が活発になるので，カルシウムの蓄積量，吸収量は増大する

食事指導の方針
朝・昼・晩，いつでもバランスの良い食事
進んで取ろう，牛乳・乳製品を
十分食べて健康，野菜と果物
食べ過ぎ，偏食，ダイエットにはご用心
偏らない，加工食品，インスタント食品に
気をつけて，夜食の内容，病気のもと
楽しく食べよう，みんなで食事
気を配ろう，適度な運動，健康づくり

田中（₂₀₂₁）より作成

Table 3　栄養の特徴と食事指導の方針
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促す情報を受け取り，不健康なダイエット行動を呈する可能性が考えられる。こうした仮定
を踏まえると，健康的な食行動や栄養管理に関する情報を受け取る機会を増やすことも望ま
れる。また，摂食障害予防を行う心理専門職の場合も，危険なダイエット行動や摂食障害の
リスクファクターについて理解していることと合わせて，健康的な食行動や栄養管理につい
て専門的な情報を十分に理解する必要がある。
　こうした中，栄養摂取量の基準値（1 日当たりの栄養基準など）は，ライフステージ別に
整理されている。ここでは，青少年の栄養として，12 歳から 17 歳までで必要とされる 1 日
当たりの栄養基準，青年期で問題となる摂食障害に関する栄養（神経性やせ症患者が体重を
減少させないための目標レベルなど），食事指導の方針がまとめられている（田中，2021）

（Table 2・Table 3）。また，糖尿病や脂質異常症など生活習慣病の予防や治療を目的とした
摂取エネルギーに占める糖質，蛋白質，脂質の栄養素の配分は，日本人では一般的に，糖質
50～60％，蛋白質 15～20％，脂質 20～25％ が推奨されている（日本肥満学会，2016）。こ
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のように，食行動と密接に関係する糖尿病や生活習慣病などの予防や治療においても必要最
低限の栄養を摂取することが求められており，健康保持増進とは目的の異なる，痩身を獲得
するダイエット行動を実行する際においても，一般的な栄養摂取基準を遵守することが求め
られる。
　近年，糖質制限をメインとしたダイエット行動が注目されており，思春期・青年期女性を
ターゲットとしたダイエット情報でも，糖質制限をメインとしたダイエット法が推奨されて
いることも多い。糖質制限は有効であるという報告（e. g., Foster, et al., 2003）がある一
方，摂取エネルギーを制限している場合では糖質制限と非制限との間に有意差が認められな
いこと（e. g., Das et al., 2007），長期間継続することが困難であり，1 年後の減量効果が認
められないこと（Nordmann et al., 2006）などが指摘されている。また，長期的には糖質制
限が死亡リスクを上昇させることも指摘されている（e. g., Trichopoulou, Psaltopoulou, 
Orfanos, Hsieh, & Trichopoulos, 2007）。
　これらの指摘をみても，極端な栄養不摂取による急激な体重減少の方法を推奨することな
く，適切かつ健康を保持増進することに寄与するダイエット行動を推奨する必要がある。こ
うしたことは，痩身の獲得を目的とする思春期・青年期女性のダイエットにおいても同様で
ある。

2）摂食障害予防と栄養相談の可能性
　摂食障害の治療体制や予防体制を構築する際，多職種が連携し，チームで支援する仕組み
を作ることが必要不可欠である（高木・鈴木，2001）。そして，こうしたチームには，医師
や心理専門職のみならず，栄養士や養護教諭などといった専門性を有する職種が有機的に連
携することが課題とも言える。
　痩身希求やダイエット行動が低年齢化していること（e. g., 向井他，2018）をみても，小
学生や中学生を対象に予防的介入として，正しい健康的なダイエット行動や適切な栄養管理
教育を行うことも急務である。学校精神保健の場において，児童・生徒に摂食障害予防を目
指した関わりを持つことができる存在は，教師や養護教諭，スクールカウンセラーなど多様
である。しかしながら，それぞれ特徴的な専門性を有しているものの，健康的なダイエット
行動や栄養管理に関する知識は十分であるとは言い切れない。ここでは，健康的なダイエッ
ト行動や摂食障害予防に関する知識に関する知識，栄養管理に関する知識を十分に修得する
こと，そして，児童・生徒にわかりやすく伝達できるよう，各専門家が協働しながら十分に
学ぶことも必要不可欠である。そして，栄養管理や栄養指導の専門性を多職種で共有できる
ようなシステム構築も求められる。
　栄養管理や栄養指導の現状を見ると，診療報酬点数として算定可能であり，非常に明確な
枠組みで栄養管理・身体管理が可能である。たとえば，管理栄養士が医師の指示に基づき，
外来栄養食事指導を行った場合，初回は 260 点，2 回目以降は 200 点が算定可能である。さ
らに，令和 2 年より，2 回目以降の栄養食事指導（具体的な献立等で指導）で情報通信機器
を活用した場合，180 点を算定できる。情報通信機器の利用が認められたことで，栄養指導
の柔軟性が高まる可能性が期待できる。摂食障害予防を念頭に置いた時，思春期・青年期女
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性を対象とした栄養管理や栄養指導が，今後，こうした枠組みの中で十分に機能することが
望まれる。また，特定健診・特定保健指導のような仕組みを学校教育の場へ導入し，肥満に
加え，過度の痩身をスクリーニングする取り組みも，子どもの栄養や健康を支える上では必
要不可欠といえる。
　心理専門職が医師の指示に基づき，情報通信機器を利用した場合であっても，現在のとこ
ろ，診療報酬として算定することはできない。専門的な関わりが診療報酬算定の対象となる
ためには，実証的研究によるエビデンスの蓄積が必要不可欠である。管理栄養士の場合，情
報通信機器を用いて糖尿病等の患者に遠隔栄養指導を行った効果，有意な体重減少が認めら
れた（Melissa, 2019）などという RCT（Randomized Control Trial）によるエビデンスが確
認されている。今後，十分な予防を実現するためにも，社会的なインフラを整えることを見
据えた，実証的研究を行う必要もある。

5．まとめ

　本論文では，まず，思春期・青年期女性がファッション雑誌から受ける影響について，フ
ァッション雑誌の目次を分析することで検討した。その結果として，ダイエットや痩身であ
ることを推奨する情報が提供されている可能性が推測された。諸外国における痩せすぎモデ
ルの規制をはじめ，痩身を賞賛するような情報を制限する際，ファッション雑誌などのテキ
スト情報が与える影響についても，十分に注意を向ける必要があるだろう。また，こうした
情報を制限することと合わせて，個人の認知的側面に介入することも必要不可欠である。こ
こでは，低年齢期からの教育的介入や予防的介入が奏功すると考えられる。
　次に，摂食障害や食行動異常の予防を目的とした介入法について，情報提示による介入研
究を概観した。どのような情報を提示するか，その内容について継続して研究することで，
より効果的な介入を行うことが期待される。インターネットやスマートフォンアプリなどに
よる Universal prevention や Selective prevention の実証研究も望まれる。
　最後に，摂食障害や食行動異常予防について多職種連携の可能性を検討し，その中でも摂
食障害や食行動異常の予防に栄養相談を用いる可能性について論考した。摂食障害や食行動
異常の予防を考える上で，栄養摂取の基準や栄養管理に関する知識を有する専門家（管理栄
養士など）との連携も必要不可欠である。また，心理専門職としても，栄養に関する基礎的
知識を得ることが必須だろう。予防を支える心理専門職やその他の専門職に対する多様な教
育が行われることも望まれる。
　こうした中，医療機関において医師の指示のもと管理栄養士が栄養指導を行う場合には，
診療点数を算定できることが多く，特定健診・特定保健指導という明確な枠組みのもとで，
栄養管理や指導が可能となっている。摂食障害や食行動異常の予防に際し，このような枠組
みが利用されることも効果的な予防を推進する上では必要不可欠だろう。また，心理専門職
が予防的支援を行う場合においても，診療報酬を得ることができる仕組みがあれば，より体
系的な予防を多職種と連携して実現できる可能性も高い。そのためには，予防についてもエ
ビデンスが確保された研究を蓄積するとともに社会的なインフラを整備することが重要であ
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る。
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